
２０２１年６月２６日（土） 第２９回 学習会まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       司会 三ツ木純子先生 

 

 

 

提案① 寒川町立南小学校 原陽平先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           原 陽平先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案内容（左） これまでの実践（右）今年度から現勤務校に転任。前任校では研究推進委員長として道徳の

授業研究を推進。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大単元、中単元、小単元と年間を通して道徳授業の指導計画を考える。 

道徳の学習の間にキャンプなどの行事を挟むことで、実生活と学習を往還しながら児童の資質・能力の育成を

図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの道徳性を養うために実践している５点の研究の柱を紹介。語り合いの必要性、共通解と納得解の

違いを意識しながら指導している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい勤務校で今までの実践を生かしながら、学校や子どもの実態に合った新しい指導法を考えている。 

 



授業実践 ４年生「生きているしるし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童同士の「心」の交流。道徳の授業を通して本心をぶつけ合う。 

週一回の道徳の授業を通して児童との関係づくりを大切にしている。 

 

（授業での取り組み） 

☆導入で「命とはどんなものか？」を問いかける。（児童の中である程度の理解はある。） 

・教材「生きているしるし」を読む。 

・親の気持ちを考えることで、多角的に「命の大切さ」について考える。 

・改めて「一人一人の命はなぜ大切なのか」を問いかける。 

☆導入と終末で同じ質問をすることで児童の学習の変容を把握する。 

・家族の写真、教師の説話などを聞き授業に余韻を残して終わらせる。 

 

 

 

 

 



授業実践 ４年生「学級会での出来事」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この授業ではロールプレイを取り入れ、登場人物の気持ちになりきることで、自分の考えを深めていくことが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学習後の指導） 

・この一時間の授業で完結させず、次の日の朝学習でこの授業の振り返りをした。 

道徳的価値の醸成。この先の人生の楔にしていく。 

今までの生き方を認め、これからの生き方を勇気づける。 

・道徳の授業を学校だけで終わらせるのではなく、「道徳通信」として家庭にも発信している。授業の様子や、

子どもたちが考えたことを便りで伝え、保護者から感想をもらう。学校と家庭を往還した学びに繋がってい

く。また保護者からのメッセージは授業者のやる気を後押しするものにもなっている。 



提案のまとめとふりかえり 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５分の授業の中だけでなく、日々の生活や人との関わりのなかでも子どもの道徳的価値は深まっていく。 

（右）は指導と評価の一体化についての考え方である。評価をもとに授業者、子どもにとってよりよい授業に

ついて考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原先生の提案について協議・質疑応答 

（参会者） 

Q「道徳通信」は毎週どれくらいの頻度で発行しているか。保護者からのコメントは子どもにどのようにフィ

ードバックしているか？ 

 

（提案者） 

A ほぼ毎週、保護者の感想を聞きたいと思った時に発行している。 

 何通か保護者からの返信があり、次の週の学級通信でフィードバックしている。 

 保護者の名前は公表しないが、子どもたちには、保護者の感想を読んで聞かせるようにしている。 

 

（参会者） 

Q 学級通信で道徳を伝えるのはよい取り組みだと感じる。自分も同じように A4 の手紙の下を切り取れるよう

にして、家庭からのコメントをもらっている。保護者からのアクションに授業の効果を感じている。 

 質問として、個の道徳通信に載せる内容は、学習した内容、教師の道徳的な価値などどのようなものを載せ

ているか？ 

 

（提案者） 

A 学習内容を主に書いている。どんな問いをしたか、グループでどのような活動をしたか、どんな答えが出て

きたか、時に板書を載せることもある。他には子どもたちの様子を見て感じたこと、感想や家庭への問いか

けなどを載せている。 



（参会者） 

感想：初任者で中学１年生の担任をしていた時、週一回の道徳の授業が子どもたちを優しい気持ちにしてくれ

たことを思い出した。国語や数学が苦手な子も話を聞いたり、語り合ったりするのは意欲的だった。継続的

に取り組むことで子どもたちに変容が見られた。普段勉強が得意でない子がどのような道徳教材が心に残っ

たかを記録し積み上げていくことも効果的である。道徳通信は今後も是非続けてほしいと感じた。 

 

（参会者） 

Q「生きているしるし」学習課題と発問の意図をもう少し詳しく教えてほしい。 

 

（提案者） 

A 学習のはじめに「学びの方向性」を教師がしめしている。初めの課題は命についてどれくらいのことわかっ

ているか把握するために聞いている。学習を進めていく中で同じ質問をすることで、学びが深まっている、広

がっているかを確認するようにしている。イメージとして、４５分学習課題が一貫するようにしている。 

 

 

（参会者） 

Q 授業実践が二つ紹介されたが、二つ目に紹介した「学級会の出来事」は、授業の前半、後半で変容を比べる

「生きているしるし」とアプローチが異なる。そのあたりの違いを教えてほしい。 

 

（授業者） 

A 二つ目の「学級会の出来事」はロールプレイから子どもの意見を聞く硫黄にした。４５分の授業意を通し

て、最初にもっている意見をさらに実感をもって考えられるように、その後の具体的な生活に目が向けられ

るようにしている。 

 

 

（参会者） 

Q 視覚的に子ども意見を取り入れるために板書で意識していることは？ 

 

（提案者） 

A 同じ質問をした時は「左」「右」で考えの変容が見られるようにしている。またネームプレートを張り、子ど

もたちに自分の意見がきちんと学習に生きていることを感じられるようにしている。 

 また１回で内容を理解できないような教材の場合は場面絵を効果的に使うようにしている。 

 

（参会者） 

Q「場面絵」について、教科書に載せられている枚数や、大きさについてはどのように感じているか？ 

 

（提案者） 

A 指導書付属の DVD の中にある挿絵を活用させてもらっている。２から４枚程度の場面絵が用意されていて

ちょうどよい。あまり場面絵が多すぎても、板書がやりにくくなってしまうので、このくらいの枚数が適切

だと感じている。また登場人物が多い教材は整理するために、登場人物の顔のイラストを使っている。役割

演技の際にもそのイラストを服につけることで、状況の理解がしやすくなる効果もある。 

 



（参会者） 

Q 子どもから本音を聞き出すための先生の視点、意見をさらに深めるための視点はどのようなものか？ 

 

（提案者） 

A 子どもたち同士が言ったことを認めあえる雰囲気であることが大切だと考える。人の話を聞く、認め合うこ

れらを四月の時から子どもたちに確認しているくようにしている。 

 また子どもたちの本心、具体的な生活場面に即した答えが出るとうれしい。「休み時間に、放課後に、家で」

のような具体があるとより本心に近いのではないかと感じる。 

 みんなで認め合う雰囲気づくり。具体的な場面をイメージできる補助発問を意識している。 

 「○○さんはこう思っているけど、どう思う？」のように子どもたちにふり同士で考える時間設けるように

している。そこで出てきたつぶやきなども拾うようにしている。 

 

（参会者） 

Q 教師の出どころはどんなところだと感じているか？例えば、子どもから出ている意見が方法論の羅列になら

ないように学びを深めているか？ 

 

A どの子の意見も認める事を大切にしている。子どものつぶやきを時に拾ったり、授業後に話を聞きに行った

りすることもある。授業を進めていくと様々な方向に意見が広がっていく。この中でどれがよいということ

ではなく、「自分の意見を持てましたか」と最後に問いかけるようにしている。 

クラスの意見、合意形成ではなく、自分の考えをもって終わらせるようにしている。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

提案➁ 横浜国立大学教育学部附属横浜小学校 小山統成先生 

 

 

 

 

 

 

 

                          

    小山統成先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子どもたちは生活の中で一定の道徳的諸価値を身につけている。教師は子どもたちを集団としてとらえるので

はなく、子どもの考え方は千差万別で、一人ひとりの背景にある文化の違いを意識しておかなければいけな

い。これが個別最適な学びのスタートラインともいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども考えを、座席表にメモをしてまとめることで見えてくることがある。しかし、その考え方は一人ひとり

異なるということも同時に理解しておかなければいけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践① ３年生「もってあげる？たべてあげる？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業実践➁ ３年生「ばかじゃん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友だちの「ばかじゃん」という言葉を許せるか？個々の考え方の違いを整理し、共通解、納得解を見つけてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師、教材、友だちといった他の存在を経由していくことで道徳的諸価値を深めていくことにつながる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業は教師の思い通りにするのではなく、子どもにとって学びのあるものにしたい。 

何が見えているか、何を学んでいるか、教材とどう関わっているか、どんな変容があるか。 

子どもを丁寧に見取る。子ども一人ひとりに寄り添えるようにする。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の中でもっと問いについて深めてほしい。 

人に本当に伝えたい時には力が入る。子どもたちの「○○じゃん？」「□□でしょ？」といった言葉にも注目。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただの意見の言い合いではなく、経験をもとに対話する「議論」にしていきたい。 

そのためには学級のルールや話し合いのルールといったスキルや心がまえが必要である。 

授業の参加の仕方、話し合いの学び方を蓄積し、「共に学び合う空間」をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は子どもたちが語り合える雰囲気づくりを考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタディシートを使って、授業と授業の間の時間を活用することで、全体で話し合う時間をもっと確保して

あげられるのではないか。事前に自分の考えをもつということは、授業の「参加の質」を高めることにつなが

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山先生の提案について協議・質疑応答 

（参会者） 

Q 児童の相互指名はどのように取り入れているか？ 

 

（提案者） 

A 朝の会などでも取り入れている。教師は子どもにすべて任せ、板書をするだけではなく、対話の要所で入っ

て学びを深められるようにしている。「みんなでつくる」という学習の文化をつくっている。 

 

（参会者） 

Q 相互指名について、子どもが指名する子によって授業が変わってくることもあるのではないか？ 

 

（提案者） 

A 子どもたちには「あの子に聞いてみたい」「あの子ならどう思う」ということをきちんと考えてから指名する

ことを常に意識させている。 

 

（参会者） 

Q 話し合いの方法を学びながら、どのように繋ぐべきか、相手の意見を「聴く力」も養われている。話し合う

力を鍛えるほど、どういう流れになっているかメタ化できるようになる。しかしついていける子とついていけ

ない子の差も広がっていくように感じる。話し合いの指導をする際工夫していることなどあるか？ 

 

（提案者） 

A 教育実習生の授業で自分の児童を参観する時間があった。その時３６人中、１６人が発言していた。しかし

その中で５回以上発言していたのは、５人だけだった。何となくその５人の児童が授業を進めているような印

象も受けた。休み時間にその５人子どもたちと個人的に話をして、他の友だちがあと１０人手を挙げられるよ

うに発表を工夫してみよう等の声掛けを行いよりよい話し合いの在り方について、子どもたちと考えたことも

あった。全員参加することの意義を子どもに提案するようにした。 

 

（司会者） 

ペアによる話し合いや役割演技を取り入れていくことで、子どもの発表する場面を増やしていけるかもしれな

い。 



 

（参会者） 

相互指名はクラスの実態によっては難しい所である。話せる子だけでつながっていってしまう。 

パフォーマンスの構成要素の７割は非言語コミュニケーションによるものである。（マジョリー・F・ヴァ―カ

ス）特別支援級でも、話が苦手な子、表情が読み取りづらい子がいる。しかしその子が何かを感じたちょっと

した時に目線が動くなどのしぐさがある。そういった動きやしぐさを見逃さないことが大切だと改めて感じ

た。 

 

（参会者） 

Q スタディシートについてもう少し教えてほしい。 

 

（提案者） 

A 振り返りや、教材についての自分の考えをまとめたりする。宿題などとは違い、授業と授業の間に行うこと

で、学びを連続させていったり、授業前に自分の考えを整理したりできる。授業の参加の質を上げるだけでな

く、話し合いの時間をきちんと確保することにもつながる。シートに前回の授業の板書のプリントすることも

ある。スタディシートを始めてから子どもたちから、「前回の授業の板書がほしい」といった声が上がるなどの

姿も見られるようになった。 

 

（参会者） 

Q 子どもが考えるための相互指名だと考える。しかし教師の手を離れていけばいくほど、相互指名がいじめに

つながる原因になることもある。子どもたちのセーフティーが確保されていなければいけない。ハワイの学校

では子どもの安全性が担保されていない場合は相互指名を行わないこともあるという。学級経営において、ま

た道徳の授業において、話し合いの際、子どもたちの安全性を担保する手立てがあれば教えてほしい。 

 

（提案者） 

A クラス全員が安心して話し合いができるように、友だちの意見を聞くこと、考え方が違うのは当然、だから

こそ新しい学びがあること、これらのことを学級でしっかりと確認するようにしている。 

また子どもたちがお互いを認め合える雰囲気をつくるために、日常的に教師が攻撃的にならないようにしてい

る。常に子どもたちのできていることにたいして「いいね」という言葉がけをするようにしている。 

 

（参会者） 

感想：どんな意見にも良さがある。リスペクト、リスポンシビリティを大切にする。相互指名を行っていくう

えで教師の人柄と生き方が大切だと感じた。 

 

（参会者） 

Q 原先生の提案にも同じような話があったが、原先生は子どもたちのセーフティーを守るための授業の手立て

はどうしているか？ 

 

（前提案者） 

A 授業を見守る姿勢、オブザーバーとしての役割を意識するようにしている。 

 子どもたちには学びの時間を共有すること、参加すること、認め合うことの大切さを伝えている。 

 発表ができなくても参加することにも意味があると感じている。 



 

（司会者） 

感想：学校だけでは終わらない学びなのだと感じる。 

「自分の意見をもてましたか」「内側からあふれる子供の言葉を大切にしたい」という姿勢。 

セーフティーは道徳の授業だけではない。みんなが成長を実感できるような授業がこれからもできるといい。 

 

（参会者） 

感想：昔社会の授業でも相互指名を行ってきた。しかし、進めていくとその型にはまる恐れがある。セーフテ

ィーがマンネリ化してしまうこともある。提案にもあったように教師のストーリーに子どもをのせないことが

大切。色々なやり方を分かったうえで、適切な方法を選ぶことが大切である。 

 

（参会者） 

感想：二人の先生の提案を聞いてやはり道徳科は特別な教科であることを感じた。 

「道徳通信」があるのも道徳ならではだと感じる。道徳の授業は「道徳的な体験を共有する時間」であるが、

「道徳的な学び」はやはり個に戻っていくものなのだと思う。答えをすべて一緒にするのは無理がある。一回

の授業で完結するのではなく、次時につながる学びのフレームをどのようにしていくかが大切である。 

今話題になっている「個別最適な学び」は道徳の授業の再構築につながると感じている。例えば ICT を活用す

ることで道徳的意見の共有や個別最適な学びにつながっていくのではないかと考える。 

 

 

 

◎お二人の先生の人柄、授業観、子どもに対する思いが伝わる素敵な提案でした。ありがとうございました。 

 

 


